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JENESYS2020 日タイ・オンライン交流 
（日本語コミュニケーション・日本文化交流（サブテーマ：科学技術）第 2 陣）の記録  

 
１. 概要 
【目的】タイ国の日本や日本語に関心が高い学生に対し、日本文化・日本語・日本が有する最先端の

科学技術等を学ぶ機会を提供することで、日本についての情報発信を強化することを主目的として、

本プログラムを実施しました。 
 
【参加者】 タイの高校生・大学生 115 名 
 
【訪問地】 鹿児島県、宮城県、東京都、愛知県、北海道 
 
【日程】    

日付 
訪問地 

内容 参加者の質問・反応 

以下 2 日間の参加人数：92 名 

2021 年 
5月 16日 
鹿児島県 
鹿屋市 

（他のプログラムと合同実施） 
【ウェビナー・質疑応答】 
「鹿屋市の魅力とホストタウン事業に

ついて」 
講師：ケードプラポッブ・ピッチャー

氏（鹿屋市国際交流員） 
1. 講義 
2. 質疑応答 

オリンピック終了後のタイとの交流計画や

鹿屋市の祭り、訪れた際の交通手段等、質

問が多数ありました。 

2021 年 
5月 31日 
宮城県 
仙台市 

【学校交流】 
宮城県立仙台二華高等学校 25 名 

1. タイ王国 Woranarichalerm school、宮

城県立仙台二華高等学校両校からの学

校紹介・質疑応答 
2. 7 名程度のグループに分かれて自己紹

介などのグループ交流の実施 
3. 学校交流の感想をタイ側、日本側から

生徒代表 1 名が発表 

日本語を勉強している生徒が対象だったた

め、日本語で活発に交流ができました。学

校紹介だけでなく住んでいる地域について

も紹介する機会に恵まれ、お互いの文化や

生活に対し興味関心を深められた様子でし

た。日本の高校生からは、「多くの外国の同

世代の方々が日本語を勉強しているという

ことに感動した」というコメントがあり、

有意義な交流ができました。 
以下 6 日間の参加人数：23 名（以下のプログラムは他のプログラムと合同で実施） 

2022 年 
1月 22日

【動画視聴】 
1. 外務省挨拶 

プログラムへの理解を深めるため、参加者

は日本やプログラムに関する動画を視聴し
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～ 2. ホームビジット体験 
3. 広島ピースツアー 
4. 日本語学習 

てから参加しました。 

2022 年 
1月 25日 
東京都 
 

【オリエンテーション】【ウェビナー・質

疑応答】 
「日本の魅力」 
講師：千葉大学国際未来教育基幹 教授

織田 雄一氏 
1. 講義・VTR 視聴 
2. 質疑応答 

「最も特徴的な日本文化は何か」といった

日本文化に関する質問が多くあり、参加者

からも日本の好きなものなど活発なコミュ

ニケ―ションがなされていました。 
 
 

2022 年 
1月 26日 
愛知県名

古屋市 

【文化体験】 
「大須商店街視察」 
1. バーチャル視察 
2. 質疑応答 

日本の街の清潔さや、日本の食べ物、アニ

メやマンガなどのサブカルチャーに関する

感想や質問が多くありました。 
 

2022 年 
1月 27日 
北海道函

館市 
 

【地方視察、交流会】 
「北海道函館市バーチャルツアー」 
一般財団法人北海道国際交流センター 

1. 視察 
2. グループ別交流会 

オンライン中継による函館山からの景色や

北海道の街並みを大変熱心かつ楽しそうに

見ていました。交流会では、北海道の産業

や生活に関する質問がありました。 
 

2022 年 
1月 28日 
東京都 
 

【ワークショップ】 
1. プログラムの振り返り 
2. アクション・プラン策定、発表準備 

プログラム全体を通しての学びから、7-8名

のグループに分かれてアクション・プラン

を策定し、報告会にむけて発表の準備を行

いました。 
2022 年 
1月 31日 
東京都 
 

【報告会】 
1. 参加者による発表 
2. 講評 

在タイ日本国大使館広報文化部 二等

書記官 山下 竜生氏 

プログラム後 3 か月以内に実施するアクシ

ョン・プランについて英語と日本語で発表

しました。日本について幅広い対象に発信

する独創的なプランがいくつも出ました。 
 

 
２. 記録写真 

  

2021 年 5 月 16 日【ウェビナー・質疑応答】 2021 年 5 月 16 日【ウェビナー・質疑応答】 
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2021 年 5 月 31 日【学校交流】宮城県仙台二華

高等学校 
2021 年 5 月 31 日【学校交流】宮城県仙台二華

高等学校 

 
 

2022 年 1 月 25 日【ウェビナー・質疑応答】講

義 
2022 年 1 月 25 日【ウェビナー・質疑応答】講

義 

 
 

2022 年 1 月 26 日【文化体験】大須商店街を視

察する様子 
2022 年 1 月 26 日【文化体験】招き猫と一緒に

集合写真 
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2022 年 1 月 27 日【地方視察、交流会】函館山

に上るゴンドラからの風景と視察する参加者 
2022 年 1 月 31 日【報告会】 

 

2022 年 1 月 31 日【報告会】 

 
３. 参加者の感想（抜粋） 

 参加高校生 
ホストタウンウェビナーはとても良いプログラムでした。鹿屋市についてよく知ることができまし

た。とても美しい自然があり、ぜひ訪れてみたいとも思いました。 
 

 参加高校生 
鹿屋市のビデオクリップを見た時、町の映像から幸せと平和を感じました。町の方言にも感動しま

した。今回、セミナーに参加してよかったです。また、次回も参加したいと思っています。 
 

 参加高校生 
学校交流に参加して、新しい日本人の友達ができて、今日はとても幸せです。日本のことをより深

く学びました。このような活動はとても素晴らしいと思います。また参加したいと思います。 
 

 参加高校生 
大変良いプログラムでした。たくさんの知識を得られました。機会がありましたら、また参加した

いです。 
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 参加高校生 

今回のプログラムに参加できて光栄で、大変嬉しかったです。プログラムは楽しく、語学を学習す

るモチベーションの他、多くのことを得られました。 
 
４. 受入れ側の感想（抜粋） 

 講師 
 JICE のスタッフの皆さんがとても親切にサポートしてくださったおかげで、無事に開催すること

ができました。タイの学生に鹿屋市のことを知ってもらう良いきっかけにもなって、とても有意義

な講義になりました。 
 

 交流校学生 
本校生徒の多くが国際交流に興味があって入学していることもあり、コロナ禍で他国にいけない中、

このようなオンライン交流は非常に有益だと思います。 
 

 交流校学生 
日本のアニメがタイの高校生の間で有名だったことが印象的でした。 
 

 協力団体 
オンラインならではの交流ができたと思います。 今後、配信する側もスキルを磨いていきたいです。 
 

 協力団体 
スライド投影だけではなく、ライブ配信で現地中継を行ったことによって、地域の魅力をより身近

に感じてもらえたのではないかと思います。 
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５. 参加者の対外発信  

 
 

2021 年 6 月 1 日（Facebook） 
これはとても良い活動でした。そして機会を与

えていただきありがとうございます。 

2021 年 6 月 22 日（Facebook） 
新型コロナウイルス感染症が流行している中、

JENESYS2020 の交流プロジェクトは開催され

ました。Zoom を利用したオンライン交流です。

2021 年 5 月 31 日ウォラナーリーチャレルムソ

ンクラースクールと宮城県仙台市二華高校の生

徒たちが、自分たちの国と文化、日常生活につ

いて紹介し、情報交換を行いました。 
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2022 年 1 月 26 日（Facebook） 
Day2 2022.1.26 
今日は愛知県名古屋市にある大須に連れて行っ

てもらいました。大須商店街には多くの店が立

ち並んでいます。衣料品店・電化製品の販売

店・アニメや漫画グッズを売る店・ゲームセン

ター・学校の制服を売る店や和菓子店がありま

した。 
たい焼き（小麦粉を使った魚の形をしたお菓子

で中に小豆餡が入っている）・ういろう（層状

のお菓子でタイのカノムチャンに似ている）・

たこ焼き（柔らかく、小麦粉で作られていて中

にタコが入っている）等が売られています。 
まるで自分自身が現地に行って、これまで知ら

なかった食べ物やタイでは販売されていない商

品を見ているようで、とても楽しく感動しまし

た。 
今回、経験や知識を得ることができて、プログ

ラムにとても感謝しています。こうした事業を

是非また実施して欲しいです。 

2022 年 1 月 27 日（Facebook）） 
今日は、北海道を訪れる機会があればお勧めの

「函館市」のツアーです。必見！ 
函館は、北海道の中でも大きな都市です。人口

約 30 万人の湾岸都市で、北海道最大都市の札幌

から遠くないところに位置しています。札幌市

から遠くないことは経済的に重要な要素です。

函館市は大変魅力的な場所です。特に函館山か

らの夜景は素晴らしく人気の場所です。 
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６. 最終報告会でのアクション・プランの発表 
グループ 1 

 

 

「サワズ D ジャパン」 
1. 時期：2022 年 2 月 19 日 
2. このプログラムに参加していない人に日本に

関する知識を広めるため、日本の言語や文化

に興味のある人たちに、Twitter や Facebook
で日本に関するトークをライブで行います。

参加者との交流のためのゲームを用意しま

す。そして、Joox でも過去のライブを視聴で

きるようにします。  

グループ 2 

 

 

「夢を叶えよ」 
1. 時期：2022 年 2 月～4 月 
2. 日本や JENESYS プログラムに興味のある人

に、日本の文化や社会についての知識や理解、

情報を広めるため、グループメンバーが交代

で週 1 回 Facebook ページ「夢叶えよう」に

投稿します。 
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グループ 3 

 
 

 

「Whatever in Japan」 
 

1. 時期：2022 年 2 月～4 月 
2. 日本の文化や観光、食に関する情報を一般大

衆に広く発信します。あまり知られていない

日本の情報や豆知識について、インスタグラ

ムに投稿します。 

 
実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター (JICE) 
 


